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INTRAVESICAL INSTILLATION OF MAALOX® FOR THE TREATMENT 
       OF BLADDER HEMORRHAGE DUE TO PROSTATE
         CANCER  INVASION  : REPORT OF TWO CASES 
                   Fumiya HONGO and Masahito SAITOH
        From the Department of Urology, Meiji Universityof Oriental Medicine
   Two cases treated by intravesical instillation of Maalox® for bladder hemorrhage are reported. A 
79-year-old man and an 81-year-old man were admitted because of macroscopic hematuria nd bladder 
tamponade. In both cases, bladder hemorrhage caused by bladder invasion of prostate cancer had not 
improved after bladder lavage, intravenous drip infusion and medication of hemostatics. In the first 
case, bladder hemorrhage had decreased 4 days after the intravesical instillation of 50-100 ml Maalox® 
for an hour per day. In the second case, irrigation of Maalox® was performed because of the difficulty 
of intravesical instillation of Maalox® due to irritable bladder. The bladder hemorrhage had not 
completely disappeared but improved 5 days after the bladder irrigation of 100 ml of Maalox® with 100 
ml of 0.9% NaC1 for an hour per day. 
   This method is easy and can be performed without complications. This method might be useful 
as first-line therapy in the case of severe bladder hemorrhage. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 45: 367-369, 1999) 









既往歴:不 整脈,糖 尿病,高 血圧症
家族歴:特 記すべ きことな し
現 病歴:排 尿 困難 にて1995年10月に当科 を受診 し
た.初 診 時 の血 清PSA値 は50ng/ml以上で あ り,
前立腺生検 にて低分化 型腺癌,Gleasonscoreは7で
あ った.骨 シンチ グラフ ィーにて左 腸骨 など3カ 所 に
明 らかな転移巣 を認 め,臨 床 病期 はT3aNOMIの 前
立 腺癌 と診 断 した.1995年ll月27日に去勢術 を施 行
し,酢 酸 クロルマジ ノンの投 与 を行 った.以 後,受 診
せ ず 経 過 したが,1997年9月 に尿 閉 とな り来 院.
*現:京 都府立医科大学泌尿器科学教室
フォー リー カ テ ーテ ル を留 置 した.そ の 際 の 血 清
PSA値 はll7ng/mlであ った.前 立 腺癌 の再燃 と診
断 し,フ ル タミ ドの投与 を開始 したが,1998年2月27
日血尿 の悪化 と落痛 のため,入 院 となった.
入 院 時 現 症:身 長138.5cm,体重43kg,血 圧
132/70mmHg,脈拍82/分.
画像診 断:体 動 および両側股 関節人工骨頭置換術 を
施行 され てい るため,画 像 が やや不鮮 明 であ る もの
の,MRIに て前 立 腺 癌 の膀 胱 浸 潤 と考 え られ た
(Fig.1).
入院後経過:肉 眼的血尿 については原野 ら1)の評価
法 と同様 に4段 階にわけて評価 した.止 血剤 の投与お
よび輸液にて血尿 は改善せず,膀 胱持続灌流 を開始 し
た.し か し全 開で生理 的食塩水(以 下生食 と略す)を
滴下 して も,す ぐにカテーテルが閉塞 した.生 食 にて
十分 な膀胱 洗 浄 のあ と,原 液 のマ ーロ ックス⑭50--
100mlを膀胱 内に注 入 し,30分か ら1時 間保持 す る
川越 ら2)の手技 を試 みた.1回 目はテ ネス ムスが強 く,
30mlを15分保持 す るのが限界 だった.2回 目以 降は
50mlを1時 間保持 が可 能 となった.ま た,1回 目の
注入後速 やか に血尿 お よび痺痛 は軽減 した.以 後,4













ロ ックス⑭の注入 をい ったん 中止 した.し か し,中 止
後1週 間 で再 び血 尿 となった ため,5日 ご とに注 入
し,最 終 的に10日ごとの注入 を継続 して行 った.マ ー
ロ ックス⑪注入 に よる副作用 はなか った.血 尿 のコ ン




既往歴:脳 梗塞,糖 尿病,高 血圧症
家族歴:特 記すべ きことな し
現病歴:1992年1月に人間 ドックにて触診上前立腺
に硬 結 を触れ たため当科紹介 となった.血 清PSA値
はCOOng/mlであ り,前 立腺 生検 にて 中分 化型腺癌,
Gleasonscorcは5であ った.臨 床病 期 はT3aNOMO
であ った.1992年3月5日 に去勢術 を施行 し,酢 酸 ク
ロルマジ ノンの投与 を開始 した.1995年10月に膀胱 タ
ンポ ナ ーデ を生 じ,放 射 線 治 療 を行 った.以 後,
フォー リーカテーテル留置下 に リン酸エ ス トラムスチ
ンナ トリウムの投与 を行 い,外 来 にて経過観察 してい
たが,1998年1月10日に血尿 および全身状態の悪化 に
よ り入院 とな った.
入 院時 現症:身 長155cm,体 重55kg,血 圧132/
54mmHg,脈拍128/分.




















MRIにて膀胱内 に突出す る腫瘍像 を認 めた(Fig.
3).経腹的超音波パワー ドプラ法にて膀胱内に突出す

















ン膀胱注入,ミ ョウバ ン持続灌流,高 圧酸素療法3'4)
など様々な治療法が報告されている.本剤はその制酸
作用 胃粘膜保護作用にて,胃 十二指腸潰瘍,胃 炎
本郷,ほ か:膀 胱 出血 ・マーロ ックス② 369
などに使われる白色懸濁内服液であ り,その100ml
中には水酸化 アルミニウム56g,水酸化マグ ネシウ
ム4.Ogが含 まれている.そ の止血機序 としてマー
ロックス⑱はゼ ラチ ン様被膜 を形成 し,粘膜のびら
ん 潰瘍部に選択的に付着 して粘膜面を保護 し,血管










している.い ずれの報告 において も2--8日のマー
ロックス⑭注入にて止血効果は良好 と報告 されている
が,今 回の2症例について,症例1は 治療中止後の血
尿の再発 を認め,症例2は 十分な治療効果が得 られな
かったため,マ ーロックス⑭注入を継続 して行った.








考 えられる.一 方,マ ーロックス⑭は容易に入手で
き,その手技も簡単である.
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